
平成２８年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について
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自転車駐車場改修事業

２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 主管課 道路管理課

会計 小事大事

01

目項

02 01 14 01 51

対象

・適切な施設整備を行うことにより、自転車駐車場利用者の安全性と快適性を向上させ、利
用促進を図る。

・市内６駅周辺の自転車駐車場の利用形態に合わせ、施設の新設、廃止及び改修を実施して
いる。

市内６駅における自転車駐車場老朽箇所の修繕及び補修工
事

主管課長遠藤　茂日常生活での安全性と快適性の確保

名　　称 平成2６年度 平成2７年度 平成2８年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市内６駅周辺における自転
車駐車場

意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

自転車駐車場廃止箇所
数

1 1箇所 →→

1

平成2７年度

2,164,320

0.20

箇所 →→1

18,650,520

2,164,320 18,650,520

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

4,900,520 20,668,420

・自転車駐車場における施設の破損及
び老朽化による修繕工事を実施し、利
用者の安全及び利便性の向上を図る。

平成2６年度 平成2８年度

0.20 0.20

0.10

2,736,200 2,017,900

0.30

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

Ｂ　必要性は変わらな
い

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切であ
る

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取組の
課題

・区画整理の進捗や、バス等公共交通
機関の拡充に伴う、自転車駐車場の将
来利用率の予測が困難。

④今後の
改善計画

・継続して、自転車利用率の現状と将
来性を考慮し、適切な自転車駐車場の
整備を行う。

①今年度
(H28)の
改善計画

②今年度
(H28)に
実施した
取組

・自転車利用率の現状及び将来性を考
慮し、適切な自転車駐車場の整備を行
う。

・運河駅、流山駅、平和台駅におい
て、利用状況に応じた施設の廃止、新
設、改修を行った。


